
日
本
機
械
学
会
業
績
賞
を
受
賞
し
て

九
州
工
大
お
よ
び
卒
業
後
の
教
育
・
研
究
で
の
経
験

機
44

戸
伏

壽
昭

は
じ
め
に

平
成
29
年
10
月
に
北
海
道
大
学
で
開
催

さ
れ
た
材
料
力
学
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
お

い
て
日
本
機
械
学
会
・
材
料
力
学
部
門
・

業
績
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
表
彰
式

に
お
い
て
、
貢
献
賞
を
受
賞
さ
れ
た
工
学

部
機
械
工
学
科
の
野
田
尚
昭
教
授
か
ら
、

明
専
会
報
に
原
稿
を
書
く
よ
う
に
依
頼
さ

れ
た
の
で
、
筆
を
執
り
ま
し
た
。

九
州
工
業
大
学
で
の
経
験

材
料
力
学
の
授
業
は
中
川
元
教
授
に
学

び
ま
し
た
。
教
科
書
はElem

ents
of

Strength
ofM

aterials

で
し
た
。
１
年

間
の
授
業
で
は
、
い
つ
も
何
も
手
に
持
た

ず
教
室
に
来
て
、
講
義
ノ
ー
ト
な
し
で
授

業
を
さ
れ
ま
し
た
。
大
学
に
入
学
早
々
英

語
の
教
科
書
で
、
講
義
ノ
ー
ト
な
し
で
の

授
業
に
対
し
て
、
大
学
に
お
け
る
講
義
に

深
く
感
銘
し
ま
し
た
。
中
川
先
生
は
我
々

の
卒
業
と
同
時
に
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

弾
性
学
の
授
業
は
遠
藤
達
雄
助
教
授
に
学

び
ま
し
た
。
教
科
書
はT

heory
ofElas-

ticity

で
し
た
。
学
生
の
時
は
、
遠
藤
先

生
が
疲
労
強
度
に
関
し
て
世
界
的
な
研
究

業
績
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

大
学
の
駅
伝
大
会
に
は
４
年
間
ク
ラ
ス

全
員
で
参
加
し
、
２
年
次
に
は
最
速
の

チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
祝
勝
会
を
挙
げ
て
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
の
中
で
、
尾
形
正
敏
君
、

奥
野
哲
也
君
、
田
村
幸
夫
君
、
藤
井
修
三

郎
君
は
東
海
地
区
に
就
職
し
、
名
大
大
学

院
で
泣
き
言
を
吐
く
私
を
い
つ
も
励
ま
し

て
く
れ
ま
し
た
。
田
村
君
は
三
菱
重
工
の

名
古
屋
研
究
所
で
射
出
成
型
機
の
開
発
に

携
わ
り
、
こ
の
関
係
で
同
研
究
所
に
お
い

て
開
発
さ
れ
た
形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
の
力

学
特
性
を
研
究
す
る
こ
と
が
で
き
、
今
回

の
業
績
賞
の
受
賞
に
結
び
つ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
白
木
邦
明
君
はJA

X
A

で

理
事
を
務
め
、
現
在
は
名
工
大
の
参
事
で

あ
り
、
ま
た
本
学
工
学
部
の
宇
宙
環
境
技

術
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
の
特
任
教
授
と
し
て
母

校
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
愛
知
工

業
大
学
で
同
僚
に
な
っ
た
内
田
誠
之
教
授

と
前
田
徹
君
が
東
大
大
学
院
で
同
じ
研
究

室
で
学
び
、
松
尾
栄
人
君
が
三
菱
重
工
で

エ
ン
ジ
ン
の
研
究
を
共
に
行
い
、
彼
ら
が

非
常
に
親
し
い
関
係
に
あ
る
こ
と
を
知
り
、

世
間
は
狭
い
と
感
じ
ま
し
た
。

卒
業
研
究
は
、
井
上
順
吉
元
学
長
の
研

究
室
で
行
い
、
振
動
輸
送
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
夜
遅
く
ま
で
村
尾
和
則
君
と
実
験
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
村
尾
君
の
高
校
時
代

の
友
人
の
結
城
義
一
君
が
名
大
の
大
橋
義

夫
教
授
の
研
究
室
で
卒
業
研
究
を
行
っ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
結
城
君
に
お
願
い
し

て
名
大
大
学
院
に
お
い
て
過
ご
し
た
下
宿

を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
大
学
院
で
の
経
験

名
古
屋
大
学
大
学
院
で
は
修
士
課
程
と

博
士
課
程
を
大
橋
義
夫
教
授
の
研
究
室
で

学
び
ま
し
た
。
大
橋
先
生
は
非
常
に
勤
勉

で
教
育
・
研
究
に
情
熱
が
あ
り
、
そ
の
た

め
と
思
い
ま
す
が
、
６
人
の
教
え
子
が
名

古
屋
大
学
教
授
に
な
り
、
世
界
的
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。
本
学
大
学
院
生
命
工
学
研

究
科
の
山
田
宏
教
授
は
名
大
の
研
究
室
の

後
輩
に
な
り
ま
す
。
大
学
院
に
お
い
て
は
、

名古屋で五人の同窓会
左から 戸伏、奥野、白木、尾形、田村

野田先生と受賞の写真
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機
械
設
計
で
重
要
な
強
度
特
性
の
評
価
法

お
よ
び
材
料
の
力
学
特
性
を
表
す
基
本
的

な
考
え
方
を
学
び
ま
し
た
。当
時
、私
は
や

る
気
は
あ
っ
た
の
で
す
が
、
研
究
の
進
め

方
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
研
究
成
果
を
う
ま

く
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
苦
労
し
ま
し
た
。

博
士
の
学
位
記
は
博
士
課
程
満
了
後
に
愛

工
大
に
勤
務
し
て
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
題
目
は
「
複
合
負
荷
に
対
す
る
偏
光

流
性
実
験
法
の
基
礎
関
係
の
研
究
」
で
し

た
。
こ
の
研
究
の
過
程
で
、
材
料
の
変
形

特
性
、
疲
労
強
度
、
高
温
強
度
、
粘
弾
性

特
性
、
応
力
測
定
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

業
績
賞
の
受
賞
内
容

業
績
賞
受
賞
の
理
由
は
、「
形
状
記
憶

材
料
の
力
学
的
特
性
に
関
す
る
先
駆
的
研

究
」
で
す
。
形
状
記
憶
合
金
と
形
状
記
憶

ポ
リ
マ
ー
に
つ
い
て
、
独
創
的
か
つ
先
駆

的
な
数
多
く
の
学
術
論
文
お
よ
び
著
書
を

発
表
し
、
そ
の
研
究
成
果
は
世
界
的
に
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
形
状
記
憶
合
金

に
関
し
て
は
、
繰
返
し
熱
・
力
学
特
性
、

Ｒ
相
変
態
に
伴
う
構
成
モ
デ
ル
、
回
復
応

力
の
特
性
、
表
面
処
理
に
よ
る
疲
労
寿
命

の
向
上
な
ど
を
世
界
で
最
初
に
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー

に
関
し
て
は
、
繰
返
し
熱
・
力
学
特
性
、

形
状
固
定
性
、
形
状
回
復
性
、
二
次
賦
形

特
性
な
ど
を
世
界
で
最
初
に
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
特
に
、
形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
の

形
状
固
定
性
と
形
状
回
復
性
を
評
価
す
る

指
標
は
非
常
に
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、

国
際
標
準
的
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
研
究
成
果
は
形
状
記
憶
素
子
を
設

計
す
る
上
で
最
も
重
要
で
あ
り
、
記
憶
素

子
の
開
発
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

業績賞授賞式
岡村部門長との写真

１
、
形
状
記
憶
合
金
の

力
学
的
機
能
特
性
の
研
究

形
状
記
憶
合
金
で
現
れ
る
形
状
記
憶
効

果
と
超
弾
性
は
、
温
度
と
応
力
に
依
存
し
、

主
に
マ
ル
テ
ン
サ
イ
ト
変
態
に
基
づ
い
て

現
れ
ま
す
。
最
も
多
く
実
用
化
さ
れ
て
い

るT
iN

i

形
状
記
憶
合
金
で
は
、
さ
ら
に

Ｒ
相
変
態
に
基
づ
い
て
こ
れ
ら
の
特
性
が

現
れ
ま
す
。
繰
返
し
変
形
を
受
け
る
場
合

の
こ
れ
ら
の
特
性
を
表
す
構
成
モ
デ
ル
を

発
表
し
、
国
の
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け

て
い
ま
す
。
超
弾
性
変
形
で
は
負
荷
と
除

荷
で
応
力
�
ひ
ず
み
曲
線
は
大
き
な
ヒ
ス

テ
リ
シ
ス
ル
ー
プ
を
描
く
た
め
、
大
き
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
散
逸
と
貯
蔵
の
特
性
が
現

れ
、
こ
の
特
性
は
ひ
ず
み
速
度
に
依
存
し

て
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
特
性
を
世
界

に
先
駆
け
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
形
状
記

憶
合
金
は
、
素
子
の
熱
応
答
性
の
観
点
か

ら
細
線
と
テ
ー
プ
が
多
く
実
用
化
さ
れ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
テ
ー
プ
は
端
を
挟
む

だ
け
で
容
易
に
ね
じ
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
小
型
で
単
純
な
機
構
の
回
転
駆
動
素

子
と
し
て
応
用
で
き
る
こ
と
を
世
界
で
初

め
て
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
の
ア
イ
デ

ア
に
基
づ
き
、
車
の
窓
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
の

自
動
開
閉
装
置
へ
の
応
用
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
形
状
記
憶
合
金
は
医
療
用
器
具

の
脳
ベ
ラ
に
必
要
な
機
能
特
性
に
優
れ
て

い
る
た
め
に
、
実
用
化
に
お
い
て
必
要
な

形
状
と
寸
法
お
よ
び
疲
労
特
性
を
明
ら
か

に
し
て
お
り
、
こ
の
成
果
に
基
づ
い
て
脳

ベ
ラ
の
実
用
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
、
形
状
状
記
憶
合
金
の

サ
ブ
ル
ー
プ
変
形
特
性
の
研
究

超
弾
性
が
現
れ
る
領
域
で
は
負
荷
と
除

荷
で
応
力
�
ひ
ず
み
曲
線
に
上
部
水
平
段

と
下
部
水
平
段
が
現
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の

水
平
段
は
そ
れ
ぞ
れ
応
力
誘
起
マ
ル
テ
ン

サ
イ
ト
変
態
と
逆
変
態
に
基
づ
い
て
現
れ
、

発
熱
反
応
と
吸
熱
反
応
に
対
応
し
ま
す
。

応
力
制
御
で
上
部
水
平
段
と
下
部
水
平
段

が
完
了
し
な
い
範
囲
で
除
荷
お
よ
び
再
負

荷
を
す
る
場
合
、
除
荷
過
程
に
お
い
て
ひ

ず
み
が
増
加
し
、
再
負
荷
過
程
に
お
い
て

ひ
ず
み
の
減
少
す
る
特
性
が
現
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
発
熱
と
吸
熱
の
特
性
に
基
づ

き
現
れ
る
現
象
は
、
ク
リ
ー
プ
と
ク
リ
ー

プ
回
復
、
お
よ
び
応
力
緩
和
と
応
力
回
復

と
見
掛
け
上
は
類
似
で
あ
る
が
、
マ
ル
テ

ン
サ
イ
ト
変
態
に
基
づ
い
て
現
れ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
現
象

は
記
憶
素
子
を
外
部
か
ら
加
熱
・
冷
却
を

し
な
く
て
も
現
れ
る
た
め
、
記
憶
素
子
の

形状記憶効果と超弾性を示す応力�ひずみ�
温度線図
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設
計
に
お
い
て
作
動
特
性
を
評
価
す
る
上

で
考
慮
す
べ
き
重
要
な
知
見
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
二
国

間
共
同
研
究
の
支
援
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
・
基
盤
技
術
研
究
所
の

N
ow

acki

教
授
ら
と
実
施
し
、
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
研
究
成
果
を
上
げ
、
こ
れ
ら

の
実
績
が
認
め
ら
れ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
理
論

応
用
力
学
会
の
名
誉
会
員
お
よ
びJour-

nalofT
heoreticaland

A
pplied

M
e-

chanics

のA
dvisory

board

を
欧
米

以
外
で
唯
一
人
務
め
て
い
ま
す
。

３
、
形
状
記
憶
合
金
の
疲
労
特
性

形
状
記
憶
効
果
や
超
弾
性
の
機
能
特
性

を
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
な
ど
の
駆
動
力
に
有

効
利
用
す
れ
ば
、
単
純
な
機
構
の
記
憶
素

子
が
開
発
で
き
ま
す
。
こ
の
場
合
、
記
憶

素
子
は
繰
返
し
作
動
す
る
た
め
そ
の
繰
返

し
変
形
特
性
、
特
に
記
憶
素
子
の
信
頼
性

の
点
か
ら
疲
労
特
性
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
用
化
さ
れ
て
い
る
形

状
記
憶
合
金
の
多
く
は
細
線
や
テ
ー
プ
で

あ
り
、
そ
の
変
形
量
は
数
％
の
ひ
ず
み
に

な
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
使
用
条
件
で
作

動
す
る
疲
労
試
験
機
は
市
販
で
は
な
い
た

め
、
世
界
的
に
疲
労
の
デ
ー
タ
は
非
常
に

少
な
く
、
回
転
曲
げ
お
よ
び
平
面
曲
げ
の

疲
労
特
性
試
験
機
を
独
自
に
開
発
し
、
疲

労
特
性
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

最
近
の
研
究
で
は
、
窒
素
イ
オ
ン
注
入
や

超
音
波
シ
ョ
ッ
ト
ピ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
表

面
処
理
に
よ
り
疲
労
寿
命
が
向
上
す
る
こ

と
を
世
界
で
最
初
に
明
ら
か
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
医
療
器
具

の
開
発
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
、
形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
の

力
学
的
機
能
特
性
の
研
究

形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
の
形
状
固
定
性
や

形
状
回
復
性
の
変
形
特
性
は
、
ガ
ラ
ス
転

移
に
基
づ
い
て
現
れ
ま
す
。
現
在
形
状
記

憶
ポ
リ
マ
ー
で
実
用
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、

ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
系
形
状
記
億
ポ
リ
マ
ー
の

み
で
あ
り
、
そ
の
力
学
的
特
性
を
世
界
で

最
初
に
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
形
状
固
定

性
や
形
状
回
復
性
の
変
形
特
性
を
定
量
的

に
評
価
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
特
性
は

非
回
復
ひ
ず
み
の
現
れ
る
最
大
ひ
ず
み
に

依
存
す
る
点
に
着
目
し
て
、
形
状
固
定
率

と
形
状
回
復
率
を
提
案
し
ま
し
た
。
現
在

発
表
さ
れ
て
い
る
国
際
学
術
雑
誌
に
お
け

る
形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
の
論
文
で
は
、
こ

の
提
案
し
た
形
状
固
定
率
と
形
状
回
復
率

が
国
際
標
準
的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
新
た
に
開
発
さ
れ
た
形
状

記
憶
ポ
リ
マ
ー
の
力
学
的
機
能
特
性
が
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
先
駆
的
研

究
成
果
は
、
三
菱
重
工
業
やSM

P

テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
に
お
い
て
広
範
囲
の
分
野
に

お
け
る
製
品
開
発
、N

A
SA

やJA
X
A

に
お
い
て
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

に
お
け
る
宇
宙
で
の
展
開
構
造
物
の
開
発
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
に
よ
る
形
状
記
憶
素
子

の
開
発
な
ど
へ
利
用
・
応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

５
、
形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
の

構
成
モ
デ
ル
の
研
究

形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
の
ガ
ラ
ス
転
移
に

基
づ
く
形
状
固
定
性
と
形
状
回
復
性
を
表

現
す
る
構
成
モ
デ
ル
と
し
て
、
３
要
素
標

準
線
形
粘
弾
性
モ
デ
ル
に
す
べ
り
要
素
と

温
度
依
存
性
を
考
慮
し
た
理
論
を
世
界
で

最
初
に
提
案
し
て
お
り
、
記
憶
素
子
の
設

計
に
実
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
構
成
モ

デ
ル
に
含
ま
れ
る
弾
性
項
と
粘
性
項
に
そ

れ
ぞ
れ
非
線
形
項
を
考
慮
し
た
理
論
、
さ

ら
に
、
こ
の
モ
デ
ル
を
３
次
元
の
構
成
モ

デ
ル
に
展
開
し
た
論
文
を
発
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
は
、
形
状
記
憶

ポ
リ
マ
ー
素
子
の
設
計
・
開
発
に
応
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ガ
ラ
ス
領
域

と
ゴ
ム
領
域
で
の
体
積
分
率
を
考
慮
し
た

構
成
モ
デ
ル
を
提
案
し
、
広
範
囲
の
ひ
ず

み
速
度
に
お
け
る
変
形
特
性
を
う
ま
く
表

現
し
て
い
ま
す
。

６
、
形
状
記
憶
複
合
材
料
の
開
発

加
熱
に
よ
り
形
状
の
回
復
す
る
形
状
記

憶
合
金
と
形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
に
つ
い
て
、

変
態
温
度
の
上
下
に
お
け
る
力
学
特
性
は

真
反
対
で
あ
り
ま
す
。
弾
性
係
数
、
降
伏

応
力
お
よ
び
回
復
応
力
は
、
形
状
記
憶
合

金
で
は
高
温
で
大
き
く
、
低
温
で
小
さ
い

の
に
対
し
て
、
形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
で
は

高
温
で
小
さ
く
、
低
温
で
大
き
く
な
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
特
性
の
異
な
る
こ
れ

ら
の
材
料
を
組
合
せ
た
複
合
材
料
を
開
発

す
れ
ば
、
高
温
で
も
低
温
で
も
剛
性
と
回

復
力
の
大
き
な
記
憶
素
子
に
応
用
す
る
こ

と
が
で
き
、
実
用
化
の
範
囲
が
広
が
り
ま

す
。
複
合
材
料
の
フ
ァ
イ
バ
ー
と
し
て
変

態
温
度
の
異
な
る
形
状
記
憶
合
金
を
用
い

イオン注入による疲労寿命の向上
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れ
ば
、
２
方
向
変
形
挙
動
を
示
す
複
合
材

料
が
開
発
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
形
状
記
憶
合
金
お
よ
び

形
状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
の
変
態
温
度
と
体
積

分
率
の
組
合
せ
に
よ
り
、
３
方
向
変
形
挙

動
を
示
す
複
合
材
料
が
開
発
で
き
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
形
状
記
憶
合
金
と
形

状
記
憶
ポ
リ
マ
ー
の
力
学
的
機
能
特
性
に

関
す
る
先
駆
的
な
研
究
成
果
は
、
記
憶
素

子
の
設
計
に
お
い
て
幅
広
く
用
い
ら
れ
、

国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
国
際
的
な
先
駆
的
研
究
に
対
し

て
、
本
年
３
月
に
退
職
を
記
念
し
た
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ（

＊
）、

ま
た

退
職
記
念
の
本
がSpringer

社
か
ら
出

版
さ
れ
、
こ
の
度
の
業
績
賞
の
受
賞
に
至

り
ま
し
た
。

お
わ
り
に

形
状
記
憶
合
金
の
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し

た
の
は
、
カ
ナ
ダ
の
マ
ニ
ト
バ
大
学
で

Cahoon

教
授
か
ら
形
状
記
憶
合
金
熱
エ

ン
ジ
ン
の
論
文
を
紹
介
し
て
い
た
だ
い
て

か
ら
で
す
。
形
状
記
憶
合
金
に
関
す
る
最

初
の
論
文
が
カ
ナ
ダ
機
械
学
会
論
文
集
に

掲
載
さ
れ
た
数
年
後
に
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン

ト
材
料
と
ス
マ
ー
ト
材
料
に
関
す
る
二
つ

の
国
際
学
術
雑
誌
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
材
料
の
研
究
が
国
際

的
に
活
発
に
な
る
前
に
形
状
記
憶
合
金
の

研
究
を
ス
タ
ー
ト
で
き
た
こ
と
は
幸
い
で

し
た
。
カ
ナ
ダ
か
ら
帰
国
後
に
京
大
の
井

上
達
雄
教
授
が
主
査
の
研
究
分
科
会
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
田
中
喜
久
昭
教
授

と
出
会
い
、
形
状
記
憶
合
金
の
共
同
研
究

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
材
料

の
形
状
記
憶
特
性
を
評
価
す
た
め
の
加

熱
・
冷
却
装
置
は
な
く
、
手
作
り
の
装
置

で
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

研
究
の
過
程
に
お
い
て
、
国
内
外
の
研

究
者
と
の
共
同
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
特
に
、
カ
ナ
ダ
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
と

は
国
際
共
同
研
究
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
活
動
を
通

し
て
、「
材
料
力
学
」
や
「
形
状
記
憶
材

料
」
に
関
す
る
専
門
書
を
日
本
、
ア
メ
リ

カ
、
ド
イ
ツ
の
出
版
社
か
ら
刊
行
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
経
験
の
中
で
大
切
で
あ

る
と
考
え
た
こ
と
は
、
次
の
通
り
で
す
。

１
、
名
大
大
学
院
で
は
研
究
成
果
を
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
ず
苦
労
し
ま
し
た
が
、

愛
知
工
業
大
学
に
42
年
間
勤
務
し
て
当
初

考
え
て
い
た
以
上
の
研
究
成
果
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
研
究
の
予
算
、
設

備
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の
研
究
環
境
に
恵
ま

れ
て
い
な
く
て
も
、
テ
ー
マ
の
設
定
と
努

力
次
第
で
研
究
成
果
を
挙
げ
る
経
験
が
で

き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
環
境
に
居
て
も
、

夢
と
希
望
を
持
ち
、
何
事
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

２
、
通
常
の
研
究
成
果
は
限
ら
れ
た
条

件
の
下
で
得
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
多
く

の
条
件
下
で
の
研
究
に
は
長
い
研
究
期
間

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
長
年
か
け
て
得
ら

れ
た
成
果
を
ま
と
め
る
と
膨
大
な
も
の
に

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
に
、
得
ら
れ
た
成

果
は
た
と
え
小
さ
く
て
も
必
ず
論
文
に
仕

上
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
学
会
発
表
で

の
質
問
や
投
稿
論
文
に
対
す
る
校
閲
委
員

か
ら
の
意
見
が
次
の
研
究
テ
ー
マ
に
繋
が

る
こ
と
は
何
度
も
経
験
し
ま
し
た
。

３
、
共
同
研
究
を
行
う
た
め
に
は
自
分

か
ら
積
極
的
に
働
き
か
け
、
提
案
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
特
に
外
国
の
研
究
者
に

対
し
て
はJapanese

English

で
構
わ

な
い
の
で
、
積
極
的
に
話
し
か
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
国
際
共
同
研
究
に
は

色
々
と
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
継

続
し
て
発
展
さ
せ
る
地
道
な
努
力
が
必
要

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
報
告
・
連
絡
・
相

談
の
重
要
性
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
こ
れ
に
「
提

案
」
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

報
連
相
の
際
に
必
ず
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を

提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
積
極
的
に
物
事

に
取
り
組
み
、
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

若
い
皆
様
方
が
恵
ま
れ
な
い
職
場
と

思
っ
て
い
て
も
、
可
能
性
を
信
じ
て
積
極

的
に
仕
事
に
打
ち
込
む
こ
と
に
よ
り
、
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
若
い
方
々
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。
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＊
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